
 

 

 

 

こんにちは。今日
き ょ う

は「世話好
せ わ ず

きな人
ひと

は、自分
じ ぶ ん

のこ

とを好
す

きだと感
かん

じることが多
おお

い」ということについ

て、一緒
いっしょ

に考
かんが

えてみたいと思
おも

います。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どうするのか、その時
とき

によりちがい、正解
せいかい

はありま

せん。「将来
しょうらい

、人
ひと

のお世話
せ わ

をする仕事
し ご と

をしたいなぁ…」

とか「人
ひと

をはげましたいな」と思
おも

っている人
ひと

は、“席
せき

をゆずる”を選
えら

んだかもしれません。 

もし、みなさんが席
せき

をゆずったり、荷物
に も つ

を持
も

ってあ

げたりしたとしたら…このような、良
よ

いことをした後
あと

は、すごく気持
き も

ちがよく、こころが軽
かる

くなることが多
おお

いものです。つかれていても、つかれがとれたりする

こともあります。「私
わたし

ってかっこいい」という思いや、

そうかい感
かん

を持ち、また、おじいさんが「ありがとう」

と感謝
かんしゃ

してくれます。そういう、親切
しんせつ

の気持
き も

ちよさが

クセ
く せ

になって、お世話
せ わ

を一
いっ

生
しょう

けん命
めい

にする人
ひと

もいる

かもしれません。 

親切
しんせつ

にすると、なんだか自分
じ ぶ ん

がステキ
す て き

に感
かん

じる…そ

んな経験
けいけん

をしたことがある人
ひと

もいるでしょう。そして、

そのようなことを続
つづ

けていると、「私
わたし

は優
やさ

しい人
ひと

。私

はよゆうのある人
ひと

」と、ポジティブ
ぽ じ て ぃ ぶ

な自己像
じ こ ぞ う

〔自分
じ ぶ ん

は

こんな自分
じ ぶ ん

であると、イメージ
い め ー じ

している自分
じ ぶ ん

のこと〕

をもつようになります。そうすると、自分
じ ぶ ん

のことが好
す

きになり、自然
し ぜ ん

と「もっともっとがんばろう！」とい

う前向
ま え む

きなエネルギー
え ね る ぎ ー

がわいてきます。 

なにかしてもらったら「ありがとう」と言
い

ってみた

り、あとから来
く

る人
ひと

のためにドア
ど あ

を開
あ

けてあげたり…

『小
ちい

さな親切
しんせつ

行動
こうどう

』や『ちょっとしたお世話
せ わ

』をして、

自分
じ ぶ ん

を好
す

きだなぁと感
かん

じる時間
じ か ん

を増
ふ

やしてみてくださ

い。  

スクールカウンセラーだより 

前山小学校 

電車
でんしゃ

の席
せき

に座
すわ

っているときに、つえをついたおじいさんが乗
の

ってき

ました。おじいさんは座
すわ

る席
せき

がなくて、目
め

の前
まえ

でよろけています。 

さて、みなさんはどうしますか。 

 

1）「どうぞ」と言
い

って、席
せき

をゆずる 

2）とくになにもしない 

3）いきなり、寝
ね

たふりをする 
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【保護者の皆さま】 

こんにちは。日本人は、「自己肯定感」が低いとよく言

われます。しかし、「だからどうすればいいの？」と疑問

に思うかもしれません。今回は、私たちの「自己肯定感」

を少しでも高めるためには、どうしたら良いのか、一緒

に考えてみたいと思います。 

～他人とのかかわりの中で自分と出会う～ 

表面の電車でのお話・・・保護者の皆さまは、どう考え

ましたか？いろいろな考えを持っていらっしゃる方が見

えると思いますが、「自己肯定感」という側面から考える

と、席を譲るという行為が「自己肯定感」を高めることに

影響するようです。それは、（相手から感謝されようとさ

れまいと）、他人のために自分が犠牲になって貢献しよ

うとしている行為そのものが、「私は意味あって生きて

いる」「私には生きる価値がある」という、人としての基

本的な「自己肯定感」を生み出すからだそうです。 

反対に、ひとりぼっちで閉じこもって生きている人は

「自分が好きだな」とか「自分っていいところあるよなぁ」

と感じることはなかなかできません。人と人の間で比べ

られたり揉まれたりしないと、自分のことは自分でわか

らないからです。このことは、心理学では「社会的比較

論」と呼ばれ、人はみんな子どものころから、他人との

かかわりの中で、自分への肯定感情（自分を愛し、自分

を大切に思う自己愛や、自分自身を価値ある存在とし

て尊重する自尊感情）を高めていくのです。 

～人をいじめると傷つくのは自分～ 

そう考えると、困っている人に対して知らん顔をして

しまう人や、寝たふりをしてごまかしてしまう人は、本当

は、こころの中でなんだかチクチク針が刺さっているの

かもしれません。もちろん、その時の状況によって、席を

譲りたくても、できないときもあると思います。しかし、

そういった閉じた回避行動を重ねていると、だんだんと、

人生そのものを大切に思えなくなったり、生きているこ

とに虚しさを感じたりと、心労がたまり

やすい体質になっていくようです。人に

やさしくかかわるチャンスを無視したり、

ないがしろにしたりすると、結局は自分

が傷つき損をすることになるようです。 

世話をやけるチャンスが来たら、それは自分を好きに

なれるチャンスが巡ってきた・・・なんて考えてもいいか

もしれません。 

～世話好きは、世話を焼いてもらえる！～ 

お子さんに小言を言っている時や、ちょっとした言い

合いになったりした時に、お子さんが泣き始めてしまっ

たら・・・保護者の皆さんはどうされますか。それが、街

中やショッピングモールのように、人の多い場所だった

らどうでしょう。 

① 「泣かないで」と泣き止むように促す。 

② 楽しい話に切り替えて、気分転換をさせる。 

③ 子どもと同じように泣く。 

 実は、一番手っ取り早くお子さん

が泣き止むのは、③なのです（なか

なかできないかもしれません

が・・・）。泣きまねをするのではな

く、その時のお子さんの気持ちに寄り添って、気持ちに

成りきって“泣く”ということです。つまり、『共感する』と

いうことになります。ちょっと難しい言葉で説明すると、

相手と情動を一致させるということになります。 

取りなそうとか、かき消そうとするよりも、気持ちを

同じ方向に向けていく方が、深い人間関係になっていき

ます。そうなると、本当のことを自己開示してくれやすく

なります。人は、真剣に共感してくれる相手に対して、嘘

がつきにくくなるようです。ポイントとして、人は自分の

ことを他人に開示すると、相手のことも、同じように知

りたくなるということがあります。そして、相手の悲しみ

や苦しみも、一緒に背負いたいと感じるようになります。 

これは、心理学では「好意の返報性」と呼ばれており、

人が他人から好意や親切を受け取ると、同じように好意

や親切を返したくなる心理的な現象のことを指します。

つまり、普段から世話好きな人は、困ったときなどに他

人から助けてもらえることが多いということです。「あ

の人を助けたい、共感してあげたい」と思ってもらえる、

そして、そう思ってもらえる自分は、大切な存在だと感

じることができ、肯定的に自分を受け入れる感覚である、

自己肯定感のアップに大きく影響していきます。 

自分自身を愛するために、小さな親切行動から、お子

さんと一緒に楽しんでみてはいかがでしょうか。よろし

ければ、参考にしてください。 
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